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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,恒星周辺の降着円盤の時間変動を中心星からの照射を考慮して理論的に研究した
 もので,照射による不安定性の抑制効果の発見について述べられている。
 恒星の周囲の降着円盤は,重力エネルギー解放の機構としてもっとも効率的であることから,
 高エネルギーの放射の起源として研究されてきたが,またその不安定性の故に各種の爆発的変
 動(アウトバースト)の原因としても研究されている。申請者は,中心星からの照射を考慮に
 いれた場合に,降着円盤の時間変動がどのようになるかを,数値模擬の方法で検討した。平衡
 解についての研究より中心星からの照射が円盤外縁部の熱的不安定性を抑制することがまず示
 され,ついで,時間発展解を,特異な食変光星ぎょしゃ座イプシロン星と,X線天体さそり座
 X-!に適用した際に,このような性質がどのような場合にどの程度実現されるかが明らかに
 された。
 ぎょしゃ座イプシロン星については,想定された円盤が小質量で定常状態にある場合と,質
 量が大きく過渡的状態にある場合とについて検討し,観測された紫外線領域での増光が,過渡
 的円盤においてのみ生ずること,また中心星の照射を考慮しない場合には規則的に繰り返され
 る増光が,照射を考慮した場合には不規則な増光が生ずることを見い出した。これは,ぎょしゃ
 座イプシロン星研究において新たな課題を提起したもので,紫外線領域でのこの星の観測の重
 要性が明らかにされたといえる。
 さそり座X-1星については,蓄積された各種の観測より得られた諸元を用いて数値計算を
 行い,増光の周期と振幅が粘性の程度を表す係数αの値に敏感であることを見い出した。この
 結果は極めて重要なもので,X線天体の研究にとって新たな知見である。
 以上のように,本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
 することを示している。よって,斎藤紀男提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認
 める。
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